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南東ヨーロッパ発の Germanistik
――ジョルジュ・グツ教授の特別寄稿によせて――
藤田恭子
　Germanistik が学問分野という形の社会制度として打ち立てられる過程におい
て，ドイツ・ナショナリズムと密接に関わっていたという認識は，すでに多くの
研究者により共有されている。この認識はまた，当初 Germanistik が想定してい
た考察対象の像が，一定の方向に限定されたものであったことをも含意している。
だが実際には，ドイツ語によって書かれたテクストは，「国民文化」としての「ド
イツ文学」という枠組に収まらない。ドイツ語によって書くという営みは，想定
されていた領土的あるいは民族的境界を超えて展開されているのである。
　このような観点から，本誌第 50 号では，「多元文化世界としての中・東欧にお
けるドイツ語文学」という特集を組み，旧東ドイツやチェコ，ルーマニア，ポー
ランド，ロシア等に出自を持ち，これらの地域を背景に展開されたドイツ語文学
に関する論考を掲載した。この特集との関連もあり，今回，第 52 号として刊行
される本誌に，上記「多元文化世界としての中・東欧」の見地に立つ Germanis-
tik の最新成果として，ルーマニア独文学会理事長でもあるブカレスト大学外国
語学部ドイツ文学科ジョルジュ・グツ教授より特別にご寄稿いただいた。教授の
経歴については，論文末尾の紹介をご参照いただきたい。
　グツ教授は，パウル・ツェラン（Paul Celan, 1920-1970）の研究で大きな功績
を挙げられておられる 1)。1977 年にライプツィヒ大学に提出された博士論文 „Die 
rumänische Koordinate der Lyrik Paul Celans“ において，ツェランとルーマニア文
学やルーマニアのドイツ語文学との関係を論じ，その成果は西側ドイツ語圏で
1980 年代にようやく始まった初期ツェラン研究に大きな刺戟を与えた。だがチャ
ウシェスク体制下，ブカレスト大学でも研究環境は実に厳しい状況で，厳冬期に
暖房もなく講義が行われていたという。学会の結成や活動も許されてはいなかっ
たが，1989 年の体制転換を経て，閉塞状況にあったルーマニアの Germanistik に
多くの可能性が拓かれた。1990 年 3 月にルーマニア独文学会が結成された際，
1) グツ教授の広範にわたる研究業績については，ルーマニア独文学会の HP をご参
照いただきたい。http://www.ggr.ro/PublGutu.htm
藤田　恭子
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グツ教授は主導的な役割を果たし，現在に至るまで理事長を務めている 2)。
　グツ教授は現在，ツェラン研究に加え，ルーマニアのドイツ語文学，とりわけ
ツェランの出身地ブコヴィナにおけるユダヤ系ドイツ語文学の研究に力を注いで
いる。ルーマニア国立文学館に収蔵されているブコヴィナ出身のユダヤ系ドイ
ツ語詩人アルフレート・マルグル＝シュペルバー（Alfred Margul-Sperber, 1898-
1967）の遺品を調査し，他の詩人たちとの往復書簡等貴重な一次資料を数多く刊
行する一方，2003 年に死去したユダヤ系ドイツ語詩人モーゼス・ローゼンクラ
ンツ（Moses Rosenkranz, 1904-2003）の詩集 „Bukowina“ (1998) や自伝 „Kindheit“ 
(2001) の編集にも携わり，この分野の研究基盤を整備し，ルーマニアにおけるド
イツ語文学の存在とその意義を明らかにするため尽力されている。現在は，マル
グル＝シュペルバーが中心となって両次大戦間期に企画されたが未刊のままにお
わったブコヴィナのユダヤ系ドイツ語詩アンソロジー „Die Buche“ の批判版刊行
のため，準備を進めておられる。
　今回の特別寄稿では，ローゼンクランツが未刊のまま遺した自伝第二部
„Jugend“ の一部が初めて公開されている。ローゼンクランツは，極めて苛酷な
経歴を重ね，近年ようやく受容が始まった。1930 年代にブコヴィナの首都チェ
ルノヴィッツで三冊の詩集を刊行し，ドイツ語詩人としての評価を得ていたが，
ルーマニアの軍事政権とドイツのヒトラー政権が同盟関係を結ぶと，反ユダヤ政
策のもと，収容所で厳しい重労働の日々を過ごした。この間に執筆されたとされ
る詩 „Blutfuge“ には，ツェランの初期代表作 „Todesfuge“ と共通するモチーフも
認められ，ブコヴィナ出身のユダヤ系ドイツ語詩人たちが共有していた文学的基
盤を証する作ともなっている。加えて彼は，国際赤十字の一員として活動してい
た 1947 年にソ連当局により「ドイツへの利敵行為」を問われ，シベリアの収容
所群島で約 10 年を過ごした。1961 年に西ドイツへ移住した後，1986 年および
1988 年にようやく再び詩集刊行に至り，再度の認知が始まった。その動向が本
格的になるには，グツ教授が編集に携わった詩集や自伝の刊行が大きく与ってい
る。その意味で，自伝 „Jugend“ の一部を含む今回の寄稿は，遅まきながら開始
されたローゼンクランツの受容に大きな意味を持っている。
　本号の寄稿では，ルーマニアを含む「南東ヨーロッパ」という地域概念の下，
その地でほぼ同時期に生い育った三人のユダヤ系ドイツ語詩人，すなわちガリ
ツィア出身のマネス・シュペルバー（Manés Sperber, 1905-1984），ブルガリア出
身のエリアス・カネッティ（Elias Canetti, 1905-1994），そしてローゼンクランツ
の自伝が比較考察されている。注目すべきは，差別とショーアーの記憶を背負い，
2) ルーマニア独文学会の成立経緯や活動については，同学会の HP（http://www.ggr.
ro）および以下の拙稿をご参照いただきたい。Fujita, Kyoko: Die Gesellschaft der 
Germanisten Rumäniens (GGR) und ihre Tätigkeiten. Die Geschichte und die Gegenwart 
der Germanistik in Rumänien. In: Neue Beiträge zur Germanistik Band 2 / Heft 3, hrsg. 
von der Japanischen Gesellschaft für Germanistik, iudicium Verlag, 2003, S. 218-222.
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個の断片化を経験し，一見破綻を抱えている彼らの自伝が，その「語りの構造の
質」において，いかにゲーテの自伝『詩と真実』の影響の下にあるかを実証して
いることである。すなわち今回の寄稿は，「南東ヨーロッパ」というドイツ語にとっ
ての「言語限界地域」にあって，ドイツ語文化圏のいわば中心地域からもたらさ
れた優れた遺産が，どのように受容され，創造的再生へ向かおうとしたのかを解
明し，そこに「南東ヨーロッパ」という地域におけるドイツ語文学の共通要素を
見出そうとする試みなのである。
　東西冷戦構造が崩壊したことで初めて可能になったともいえる，Germanistik
の新たな局面を示す成果がここにある。
